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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マスクとともに使用するためのヘッドギアであって、
　リジダイザと、
　適合材料と、
　少なくとも一つの布地と、
を備え、
　前記少なくとも１つの布地のエッジ部は、少なくとも１つの接合部によって封止され、
これにより前記リジダイザ、前記適合材料及び前記少なくとも１つの接合部は、前記ヘッ
ドギアの少なくとも一部に亘って、前記少なくとも１つの布地によって密閉されることを
特徴とするヘッドギア。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの布地は、折り畳まれるとともに、前記少なくとも１つの接合部に
よって第二エッジ部に取り付けられる第一エッジ部を有する、単一の布地を備えることを
特徴とする請求項１に記載のヘッドギア。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの布地が第一布地と第二布地とを備え、前記第一布地が、前記第二
布地の第一エッジ部に第一接合部によって取り付けられた第一の折り畳まれたエッジ部と
、前記第二布地の第二エッジ部に第二接合部によって取り付けられた第二の折り畳まれた
エッジ部と、を有することを特徴とする請求項１に記載のヘッドギア。
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【請求項４】
　前記第二布地の前記第一及び第二エッジ部が折り畳まれていることを特徴とする請求項
３に記載のヘッドギア。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの布地が第一布地と第二布地とを備え、前記第一布地の第一エッジ
部が前記第二布地の第一エッジ部に、前記リジダイザの第一エッジ部の中央において第一
接合部によって取り付けられ、且つ前記第一布地の第二エッジ部が前記第二布地の第二エ
ッジ部に、前記リジダイザ第二エッジ部の中央において第二接合部によって取り付けられ
ていることを特徴とする請求項１に記載のヘッドギア。
【請求項６】
　前記第一布地が前記第二布地とは異なる布地であることを特徴とする請求項３～５のい
ずれか一項に記載のヘッドギア。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの接合部が縫合、超音波溶着、熱封止又はＣＮＣナイフカットを備
えることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載のヘッドギア。
【請求項８】
　前記リジダイザがダイカットされたシート材料又は半剛性成形コンポーネントを備え、
且つ前記適合材料が前記リジダイザにオーバーモールドされた軟質ポリマー材料を備える
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載のヘッドギア。
【請求項９】
　前記適合材料が発泡体を備えることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の
ヘッドギア。
【請求項１０】
　前記適合材料が前記リジダイザのエッジ部に延在することを特徴とする請求項１～９の
いずれか一項に記載のヘッドギア。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの布地が熱成形され、且つ前記リジダイザに取り付けられているこ
とを特徴とする請求項１～１０のいずれか一項に記載のヘッドギア。
【請求項１２】
　前記リジダイザが前記少なくとも１つの布地によって完全に密閉されていることを特徴
とする請求項１～１１のいずれか一項に記載のヘッドギア。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの布地の前記エッジ部が、前記少なくとも１つの布地によって完全
に密閉されていることを特徴とする請求項１～１１のいずれか一項に記載のヘッドギア。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの接合部が前記少なくとも１つの布地によって完全に密閉されてい
ることを特徴とする請求項１～１１のいずれか一項に記載のヘッドギア。
【請求項１５】
　前記リジダイザ、前記少なくとも１つの布地の前記エッジ部、及び前記少なくとも１つ
の接合部が、前記少なくとも１つの布地によって完全に密閉されていることを特徴とする
請求項１～１１のいずれか一項に記載のヘッドギア。
【請求項１６】
　前記ヘッドギアが少なくとも１つのストラップを備える特徴とする請求項１～１１のい
ずれか一項に記載のヘッドギア。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの接合部が前記少なくとも１つのストラップの内側に配置されてい
ることを特徴とする請求項１６に記載のヘッドギア。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのストラップは、使用中は前記マスクを使用者の顔の略定常位置に
保持するための力を提供するように構成されていることを特徴とする請求項１７に記載の
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ヘッドギア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（出願への相互参照）
　本出願は、オーストラリア仮特許出願第２００８９０６３９０号（２００８年１２月１
０日出願）、同２００９９００３２７号（２００９年１月２９日出願）、同２００９９０
２７３１号（２００９年６月１２日出願）、及び同２００９９０４２３６号（２００９年
９月４日出願）の利益を主張し、参照によってそれぞれがその全体を本明細書に組み込ま
れる。
【０００２】
　本発明はヘッドギアと、マスクを患者の顔における所定位置に保持するために用いられ
るヘッドギア製造の方法に関し、このマスクは例えば持続的気道陽圧法（ＣＰＡＰ：Ｃｏ
ｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｐｏｓｉｔｉｖｅ　Ａｉｒｗａｙ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ）、又は非侵襲
的陽圧換気（ＮＩＰＰＶ：Ｎｏｎ－Ｉｎｖａｓｉｖｅ　Ｐｏｓｉｔｉｖｅ　Ｐｒｅｓｓｕ
ｒｅ　Ｖｅｎｔｉｌａｔｉｏｎ）を用いた睡眠呼吸障害（ＳＤＢ：Ｓｌｅｅｐ　Ｄｉｓｏ
ｒｄｅｒｅｄ　Ｂｒｅａｔｈｉｎｇ）の治療のために用いられる。
【背景技術】
【０００３】
　閉塞型睡眠時無呼吸（ＯＳＡ：ｏｂｓｔｒｕｃｔｉｖｅ　ｓｌｅｅｐ　ａｐｎｅａ）な
どのＳＤＢの治療のために用いられるマスクは、典型的にはヘッドギアによって患者の頭
部に保持される。ヘッドギアは典型的には１つ以上のヘッドギアストラップを含み、この
ヘッドギアストラップはマスクに係合し、マスクを患者の顔における所定位置に保持する
よう構成される。また、ヘッドギアは快適であるべきであり、これにより患者は、彼らが
眠る間、夜間にマスクを装着することができる。快適であり、幅広い患者に適合し、容易
に製造され、及び低廉であるヘッドギアが、当技術分野において継続的に要請されている
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　いくつかの従来技術のヘッドギアに関する問題は、規定サイズがごくわずかな患者にし
か適合し得ないこと、又は適合させるためには非常に多くの調節部材を必要とする場合が
あることである。いくつかの従来技術のヘッドギアに関する他の問題は、使用中にヘッド
ギアが顔に跡を残す傾向を有するということである。いくつかの従来技術のヘッドギアに
関する他の問題は、ヘッドギアは使用するには扱いにくく、且つ複雑であるということで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の第１の観点は、呼吸マスクのためのヘッドギアを提供することである。
【０００６】
　本発明の別の観点は、幅広い範囲の患者に快適に適合するヘッドギアを提供することで
ある。本発明の別の観点は、呼吸マスクのためのヘッドギアを製造する低コストな方法を
提供することである。本発明の別の観点は、使いやすいヘッドギアを提供することである
。
【０００７】
　本発明によるヘッドギアの一つの態様は、ヘッドギア後部が、使用中に、所定位置に相
対的に固定された状態を維持するよう構成され、且つ配置されることである。一つの形態
において、ヘッドギアは、実質上「乗り上げ」ない、又は前方へスライドしない後部を備
える。好ましいヘッドギアの別な態様は、使用中に耳に当たらないことである。
【０００８】
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　一つの形態において、ヘッドギア後部は後頭部を囲むリアループを形成する。一つの形
態において、後部は、後部の長さに沿って実質的に非伸展性であるリアループを備える。
本発明の一つの形態において、呼吸マスク用ヘッドギアは、第１の伸展性を有する第一部
位と、異なる伸展性を有する少なくとも１つのさらなる部位とを有するよう設けられる。
一つの形態において、ヘッドギアは、実質的に非伸展性である後部と、弾性的である側部
とを備える。
【０００９】
　本発明の一つの態様は、マスクとともに使用するためのヘッドギアに関し、このヘッド
ギアは、剛性又は半剛性材料によって構成され、患者の頭頂骨の両側に延在するよう適合
するリジダイザ（ｒｉｇｉｄｉｚｅｒ）と、リジダイザをマスク上部部位に取り外し可能
に接続するよう適合する上部ストラップと、リジダイザをマスク下部部位に取り外し可能
に接続するよう適合する下部ストラップとを含んでもよい。
【００１０】
　本発明の別な態様は、マスクとともに使用するためのものであり、剛性又は半剛性材料
によって構成され、且つ患者の頭骨頭頂部及び頬骨に延出するよう構成されるリジダイザ
と、患者の後頭部においてリジダイザを支えるよう構成される１つ以上のストラップとを
含む、ヘッドギアに関する。
【００１１】
　本発明の別な態様は、比較的非伸展性である後部と、比較的伸展性である複数のストラ
ップとを備えるヘッドギアに関する。好ましくは、使用中に、比較的伸展性であるストラ
ップは、後部とマスクとを相互接続する。
【００１２】
　本ヘッドギア技術の別な態様は、比較的低コストである製造技術である。
【００１３】
　本発明の別な態様は、比較的直線である部分を材料のシートからダイカットするステッ
プを備える、ヘッドギアを構成する方法に関する。本発明の別な態様は、シートにおける
、ヘッドギアストラップコンポーネントの高収率なレイアウトに関する。
【００１４】
　本発明の別な態様は、マスクとともに使用するためのヘッドギアを製造する方法を含ん
でもよく、このヘッドギアは、概ね単純な幾何学的外形であり且つ平坦な材料片から切り
出すことが可能であるコンポーネントを備え、この方法は（ａ）単一の平坦な前記材料の
シートからの、同じ種類の複数のコンポーネントを切り出すステップを含み、（ｂ）コン
ポーネントは前記シートにおいて互いにネスト（ｎｅｓｔ）式に配置され、これにより、
除去され廃棄される廃棄材料の量が最小化され、（ｃ）この方法によって高い収率がもた
らされる。好ましくは、高い収率とは１平方ｍ当たり１１．５以上のヘッドギアが得られ
ることであると定義され、且つ形状は略長方形形状又は略弓型形状を含んでもよい。
【００１５】
　好ましくは、形状は略長方形形状又は略弓型形状を含んでもよく、且つコンポーネント
はストラップ又はリジダイザを含んでもよい。
【００１６】
　本発明の別な態様は、医療機器を患者の頭部に取り付けるために用いるヘッドギアアセ
ンブリを含んでもよく、このヘッドギアは複数の細長いストラップを備え、前記ストラッ
プの少なくとも一部は、可撓性を有する生体適合材料による第一層と第二層との間に密閉
された（ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｅｄ）剛性又は半剛性層を含み、またさらにクッション層
も材料による第一層と剛性層との間に密閉される。好ましくは、ストラップの層は加硫又
は糊付けによって固定され、剛性層を含み得るストラップは、使用の際に後頭部に配置さ
れる。好ましくは、その材料は布地である。
【００１７】
　本発明によるヘッドギアの別な態様は、従来技術と比較して、顔に跡を発生させる傾向
が小さいことにある。一つの形態において、本発明によるヘッドギアは軟質化されたエッ
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ジ部を有する。一つの形態において、接合部は顔面との接触部から離れたところに位置し
ている。一つの形態において、Ｒの大きなエッジ部が用いられる。一つの形態において、
ダイカットされたエッジ部は、使用の際に顔面に向けては存在していない。
【００１８】
　本発明の別な態様は、発泡体と布地材料とを互いに積層するステップと、積層された発
泡体と布地材料とを熱成形するステップと、熱成形及び積層された発泡体と布地材料とを
ヘッドギアの１つ以上のストラップ部に超音波ダイカットするステップと、１つ以上のス
トラップ部を互いに接合するステップとを含む、ヘッドギアを制作するためのプロセスを
含んでいてもよい。
【００１９】
　本発明による好ましいヘッドギアの別な態様は、使用されない際に規定の形状を取るよ
う、ヘッドギアが構成され且つ配置されることである。既定の形状は、着用の際にヘッド
ギアがとる形状にほぼ類似してもよく、ヘッドギアの使用を直観的により簡単にする。一
つの形態において、本発明によるヘッドギアは、梱包から取り出された際、及び／又はヘ
ッドギアを変形させる傾向がある力（例えば加圧）が除去された際に「弾性的に復元し（
ｓｐｒｉｎｇ　ｔｏ　ｌｉｆｅ）」、既定の形状をとるよう、構成及び配置される。一つ
の形態において、ヘッドギアは、弾力性のある材料から構成される部位を備える。一つの
形態において、ヘッドギアは、自己支持型の後部を備える。
【００２０】
　本発明のさらなる態様は、リジダイザと適合材料（ｃｏｎｆｏｒｍａｂｌｅ　ｍａｔｅ
ｒｉａｌ）と少なくとも一つの布地とを備え、マスクとともに使用するためのヘッドギア
に関し、少なくとも１つの布地のエッジ部は、少なくとも１つの接合部によって封止され
、これによりリジダイザと適合材料と少なくとも１つの接合部とは、ヘッドギアの少なく
とも一部に亘って、少なくとも１つの布地によって密閉される。
【００２１】
　本発明のさらなる態様は、患者の後頭部に係合し、患者の頭頂骨の両側において患者の
耳の後ろ側へ延伸し、且つ使用中に略円形状又は略卵型形状をとるよう構成され、第一ス
トラップの少なくとも一部は実質的に非伸展性である第一ストラップと、第一ストラップ
をマスクに取り外し可能に接続するよう構成された少なくとも１つの第二ストラップとを
備える、マスクとともに使用するためのヘッドギアに関する。
【００２２】
　本発明の別な態様は、使用の際に患者の頭頂部に延出し、且つ患者の頭頂骨の両側と患
者の耳の後ろとに延伸するよう構成される第一ストラップと、第一ストラップをマスクに
取り外し可能に接続するよう構成された少なくとも１つの第二ストラップとを備える、マ
スクとともに使用するためのヘッドギアに関し、第一ストラップの少なくとも一部は自己
支持型であり、これにより使用されない際にヘッドギアが三次元形状を維持する。
【００２３】
　本発明のよりさらなる態様は、後部と、呼吸マスクに接続されるよう構成された左右側
部それぞれとを備えた、呼吸マスクを患者の顔の所定位置に保持するためのヘッドギアに
関し、後部は、使用されない際に規定の形状に弾力的に戻るよう構成された実質的に非伸
展性の弓型部位を備え、弓型部位は、患者の頭頂部と略平行に位置合わせされるよう構成
される第一部位と、患者の頭部の後表面と概ね位置合わせされるよう構成される第二部位
とを含む。
【００２４】
　本発明のさらにもう別な態様は、第一発泡体と第一布地積層物とを覆ってリジダイザを
配置するステップと、リジダイザを覆って第二発泡体を配置し且つ第二発泡体を覆って第
二布地を配置するステップと、熱成形シートを成形するために第一発泡体及び第一布地積
層物と、リジダイザと、第二発泡体と、第二布地とを熱成形するステップと、ヘッドギア
外周に存在する熱成形シートを超音波切断するステップとを備える、マスクとともに使用
するためのヘッドギアの製造方法に関する。
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【００２５】
　本発明の別な態様は、幅広い範囲の患者に適合する一つのサイズのヘッドギアを提供す
ることであって、ヘッドギアの適合を達成するための調節の必要性を減少又は除去する。
本発明の一つの形態において、ヘッドギア後部が設けられ、このヘッドギア後部は、広い
範囲の患者に適合させるための調節を必要としない一定のサイズを有する。
【００２６】
　本発明の他の態様、特徴及び利点は、添付図面と組み合わせて為される以下の詳細な説
明から明白となるであろう。これは本開示の一部であり、例として本発明の原理を図示し
たものである。
【００２７】
　添付図面によって、本発明における様々な実施形態の理解が容易となる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施形態による、患者の頭部の所定位置にあるヘッドギアの側面図であ
る。
【図２】本発明の別の実施形態による、患者の頭部の所定位置にあるヘッドギアの背面斜
視図である。
【図３】本発明の別の実施形態による、ヘッドギアの部分斜視図である。
【図４】本発明の別の実施形態による、患者の頭部の所定位置にあるヘッドギアの側面図
である。
【図４Ａ】本発明の実施形態による、図４におけるヘッドギアとマスクとの接合部を示す
断面図である。
【図５】本発明の別の実施形態による、患者の頭部の所定位置にあるヘッドギアの側面図
である。
【図６】本発明の別の実施形態による、患者の頭部の所定位置にあるヘッドギアの背面斜
視図である。
【図７】図６におけるヘッドギアの前面斜視図である。
【図８】本発明の別の実施形態による、異なるマスクが設けられた図６におけるヘッドギ
アの前面斜視図である。
【図９】図８におけるヘッドギア構成の背面斜視図である。
【図１０】本発明の別の実施形態による、患者の頭部の所定位置にあるヘッドギアの背面
斜視図である。
【図１１】図１０におけるヘッドギアのリジダイザの斜視図である。
【図１２】図１１におけるリジダイザ接合部の拡大図である。
【図１３】図１１におけるリジダイザ接合部の断面図である。
【図１４Ａ】本発明の実施形態による、リジダイザのための別の材料及び構成の断面図で
ある。
【図１４Ｂ】本発明の実施形態による、リジダイザのための別の材料及び構成の断面図で
ある。
【図１４Ｃ】本発明の実施形態による、リジダイザのための別の材料及び構成の断面図で
ある。
【図１４Ｄ】本発明の実施形態による、リジダイザのための別の材料及び構成の断面図で
ある。
【図１４Ｅ】本発明の実施形態による、リジダイザのための別の材料及び構成の断面図で
ある。
【図１４Ｆ】本発明の実施形態による、リジダイザのための別の材料及び構成の断面図で
ある。
【図１４Ｇ】本発明の実施形態による、リジダイザのための別の材料及び構成の断面図で
ある。
【図１４Ｈ】本発明の実施形態による、リジダイザのための別の材料及び構成の断面図で
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ある。
【図１４Ｉ】本発明の実施形態による、リジダイザのための別の材料及び構成の断面図で
ある。
【図１４Ｊ】本発明の実施形態による、リジダイザのための別の材料及び構成の断面図で
ある。
【図１５】本発明の実施形態による、リジダイザの前面図である。
【図１６Ａ】比較的高い、又は改善された収率でネスト式に配置されたヘッドギアコンポ
ーネントの例である。
【図１６Ｂ】先行技術における製造方法を用いた、低い収率でネスト式に配置されたヘッ
ドギアコンポーネントの先行技術の例である。
【図１７】本発明のさらなる実施形態による、ストラップ部の断面図である。
【図１８】図１７において描写された、同一の実施形態によるストラップの平面断面図で
ある。
【図１９】図１７において描写された実施形態の製造に用いられる材料バルクシートの平
面図である。
【図２０】図１７において描写された実施形態に準拠した、組み立てられたヘッドギアの
、定型化された斜視図である。
【図２１】本発明のさらなる実施形態による、組み立てられたヘッドギアの、定型化され
た斜視図である。
【図２２】本発明のさらなる実施形態による、組み立てられたヘッドギアの背面図である
。
【図２３】本発明のさらなる実施形態による、組み立てられたヘッドギアの、定型化され
た斜視図である。
【図２４】本発明のさらなる実施形態による、組み立てられたヘッドギアの、定型化され
た斜視図である。
【図２５Ａ】本発明のさらなる実施形態による、前額部支持部の前面図である。
【図２５Ｂ】本発明のさらなる実施形態による、前額部支持部の斜視図である。
【図２５Ｃ】本発明のさらなる実施形態による、前額部支持部の断面図である。
【図２６】本発明のさらなる実施形態による、組み立てられたヘッドギアの、定型化され
た斜視図である。
【図２７】本発明のさらなる実施形態による、リジダイザである。
【図２８】本発明のさらなる実施形態による、ネスト式に配置された一連のリジダイザで
ある。
【図２９】本発明のさらなる実施形態による、組み立てられていない頂部ストラップの平
面図である。
【図３０】本発明のさらなる実施形態による、組み立てられていない頂部ストラップの平
面図である。
【図３１】本発明の実施形態による、超音波切断されたヘッドギアストラップの斜視図で
ある。
【図３２】本発明の実施形態による、不織材料によって構成されたヘッドギアストラップ
の斜視図である。
【図３３】本発明の実施形態による、内部発泡体を有する布製ヘッドギアストラップであ
る。
【図３４】本発明の実施形態による、内部発泡体を有する布製ヘッドギアストラップであ
る。
【図３５】本発明の実施形態による、エンボスリブを伴う剛性化の方法である。
【図３６】本発明の実施形態による、頭頂部ストラップの異なる位置である。
【図３７】本発明の実施形態による、頭頂部ストラップの異なる位置である。
【図３８】本発明の実施形態による、リジダイザを伴うヘッドギアである。
【図３９】本発明の実施形態による、リジダイザを伴うヘッドギアである。
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【図４０】本発明の実施形態による、リジダイザである。
【図４１】本発明の実施形態による、剛性化されたヘッドギアの作成のための典型的なプ
ロセスである。
【図４２】本発明の実施形態による、非剛性化ヘッドギアの作成のための典型的なプロセ
スである。
【図４３】本発明の実施形態による、２本の撚糸の周囲に、又は撚糸を覆って形成された
、布地の外部層を含むヘッドギアである。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下の説明は、共通の特性と機構とを共有し得る幾つかの実施形態と関連して提供され
る。任意の一つの実施形態における１つ以上の機構が、他の実施形態における１つ以上の
機構と組み合わせ可能であってもよいことは、理解されるべきである。また、任意の実施
形態における単一の機構、又は組み合わせられた機構は、さらなる実施形態を構成するこ
とができる。
【００３０】
　本明細書において、語句「備えている（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」は「ｏｐｅｎ」な意
味、即ち、「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」を意味すると理解されるべきであり、従って
「ｃｌｏｓｅ」な意味、即ち「～のみからなっている（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｎｌｙ
　ｏｆ）」という意味に限定されない。対応する語句「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」、
「備えた（ｃｏｍｐｒｉｓｅｄ）」及び「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」についても、
同様の解釈がなされるべきである。リジダイザは、他の部材の剛性を増加させる任意の補
強要素を意味し、且つ含み、そして１つ以上の軸線において剛性を増加させる物体を含ん
でいてもよい。
【００３１】
　本明細書において、「実質的に非伸展性（ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｌｌｙ　ｉｎｅｘｔｅ
ｎｓｉｂｌｅ）」構造とは、呼吸マスクの使用において通常遭遇する力を受けた際、約５
％未満、より好ましくは約３％未満の伸長しか有しないであろう構造を意味する。
【００３２】
　本明細書において、「自己支持型（ｓｅｌｆ－ｓｕｐｐｏｒｔｉｎｇ）」構造とは、重
力下において、実質的にそれ自身の重量を支持することが可能である構造、を意味する。
このような自己支持型構造は、それ自身の重量を重力化において支えることができない「
柔軟な」（ｆｌｏｐｐｙ）構造と対比されよう。
【００３３】
　本明細書において、「剛性（ｒｉｇｉｄ）」構造とは、ヘッドギアとして典型的に用い
られる布地のような「柔軟」構造より、比較的剛性を有する構造を意味することを目的と
する。このような布地は、通常は所定の形状を重力下において保持することができない。
剛性構造は、屈曲又は座屈し得る柔軟布地とは異なり、耳のような物理的構造物の周囲に
おいて、ベクトルの向きを変えることができる。
【００３４】
１．ヘッドギア
　図に、本発明の別の実施形態によるヘッドギアを示す。図示された実施形態においてヘ
ッドギアは、マスクに取り外し可能に取り付けられるよう構成され、これによりマスクを
、患者の顔における望ましい位置に保持及び維持する。ヘッドギアは、特殊な種類のマス
クと共に用いられるよう図示される場合があるが、それぞれのヘッドギアは他の適切なマ
スクと共に用いるために構成することができる、ということが理解されるべきである。即
ち、それらのマスクは単なる例に過ぎず、それぞれのヘッドギア実施形態は、例えばフル
フェイスマスク、鼻マスク、口マスク、ノズル又はパフ、鼻カニューレ等のような任意の
適切なマスクとともに、任意の適切な構成（例えば前額部の支持の有無によらず）で用い
られるよう、構成することができる。
【００３５】
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　また、ヘッドギアは新しいマスクと共に用いられてもよく、又はヘッドギアは既存のマ
スクに組み込まれてもよいということが、理解されるべきである。
【００３６】
　実施形態において、ヘッドギアの構成、材質、及び／又は調節性は、使用性、メンテナ
ンス性、快適性、及び／又は美観を向上させるよう設計することができる。また、ヘッド
ギアの構成、材質、及び／又は調節性は、例えば１つのサイズが全てに合うように、適合
の範囲を向上させるよう設計することができる。
【００３７】
　本発明によるヘッドギアの利点は、それが比較的自己支持型であって、及び／又はその
形状を着用されていなくても保持できることである。このことは、患者がヘッドギアの使
用法を理解することを、より直観的に、又はより明白にすることを可能とし、且つこのこ
とは、全体が柔軟であり、自身の形状を留めないヘッドギアシステムと対照をなし得る。
一つの形態において、ヘッドギアの自己支持型の特徴は、硬化、及び／又は厚化された要
素の使用によって提供される。別な実施形態において、ヘッドギアの構成、材質、及び／
又は調節性は、例えばヘッドギアが箱から飛び出してほぼ使用時の構成となるよう、設計
することができる。またヘッドギアの構成は、ひとたび箱の外にある場合、ヘッドギアの
使用形状を保持してもよく、例えばリジダイザはヘッドギアの部分的な形状を維持するよ
う形成することができる。
【００３８】
　本発明における患者に対する利点は、１つ以上の以下の内容を含んでもよい（しかし限
定されない）。即ち、快適なヘッドギアシステム、知覚されるレベルの快適性及び品質、
消費者に訴えかけるなめらかに連続したヘッドギア形状、手触りが柔らかく着心地が良い
枕状のヘッドギア外観、及び／又は着用されることを目的とし、自身の形状を支えること
が可能であるような形状に前形成され、これによりヘッドギアの向きが明確であるヘッド
ギア、である。ヘッドギアの形状が患者のまさに後頭部に倣うように実質的に湾曲される
ため、ヘッドギアの向きは患者にとって明確である。即ち、ヘッドギアは略ドーム形状で
ある。
【００３９】
　またヘッドギアは、ヘッドギア及び／又はヘッドギアが備える材料の組み合わせを構成
するために採用される製造プロセスによって、その形状を維持することが可能である。
【００４０】
　本明細書に記載のヘッドギアの別な態様は、マスクシステムを患者の顔と直接的に接触
するように向かわせることであり、これは即ちヘッドギアのベクトルによって、マスクに
、患者の顔に対する直角すなわち垂直な圧力を生じさせることである。
【００４１】
　ヘッドギアはさらに、患者の眼及び耳への接触を回避し、又は眼及び耳への障害となら
ないようにすることができる。
【００４２】
　またヘッドギアは、広い範囲の患者に対してただ一つのサイズによって構成され得るよ
う、構成することができる。
【００４３】
１．１　マスクへのヘッドギアの接続
　好ましくは、それぞれのヘッドギアは２つの側部を、側部に接続する後部と共に含む。
側部は、従来のヘッドギアと両立するようにした（例えば従来のヘッドギアが後付けされ
るようにした）マスクとの４点接続を提供する。しかしながらヘッドギアは、例えばマス
クとの２点接続、マスクとの３点接続、マスクとの５点接続のような、より多い、又はよ
り少ない接続点を提供するように構成することができるということが、理解されるべきで
ある。
【００４４】
　またヘッドギアは、従来のヘッドギアと両立するようにマスクに力ベクトルを提供する
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よう構成され且つ配置することができる。例えばヘッドギアは、このヘッドギアによって
マスクに加えられる力ベクトルがマスクに対して略垂直であり、且つ互いに略平行である
ように、構成することができる（例えば図１を参照）。この構成は、ヘッドギアがマスク
を直接患者の顔に押し付けるので、マスクの密閉性を向上させる。しかしながら、ヘッド
ギアベクトルの調節は、例えばヘッドギアとともに用いられるマスクの種類によっては必
要とされる場合がある。
【００４５】
１．２　リジダイザ
　ヘッドギアは、剛性又は半剛性材料によって構成された１つ以上のリジダイザを含んで
もよく、このリジダイザは剛性をヘッドギアに加え、使用中にヘッドギアを所定位置に固
定するよう構成される。リジダイザは、リジダイザの長さに沿って屈曲又は変形可能であ
ってもよいが、リジダイザの長さ方向におけるヘッドギアの伸展に抵抗するか、又は伸展
を妨げることができる。リジダイザは実質的に非伸展性であってもよい。リジダイザは弾
力性があってもよい。本発明によるリジダイザは好ましくは１つ以上の以下の特徴を有す
る。
　・形状を保持する
　・ヘッドギアが、封止力ベクトルの向きを眼の周囲又は耳の周囲のような湾曲部に沿っ
　　て変えることを可能にする
　・可撓性を有する、及び／又は
　・特定の面において、所定の形状を維持するための構造を提供する
【００４６】
１．２．１　リジダイザの位置決め
　１つ以上のリジダイザは、例えば快適性、美観、有用性等のために、患者の頭部の別の
部位と係合するよう構成され、位置決めすることができる。
【００４７】
　患者の頭部における望ましい位置決めは、リジダイザを患者の頭蓋骨又は頭部の後部へ
係合させることである。また、リジダイザは患者の後頭部を覆わず、これにより患者が睡
眠中であるか又は腹臥位である間の快適性を促進することが有利である。好ましくは、リ
ジダイザは部分的又は全体的に、患者の頭蓋骨の頂部及び／又は後部を包囲する。このリ
ジダイザは好ましくは、ヘッドギアとマスクとの組み合わせが装着されている際に、患者
の顔にあるマスクの方向と略平行である軸に取り付けられる。
【００４８】
１．２．１．１　頭頂部リジダイザ
　図１～図３に、リジダイザを含むヘッドギアを図示する。このリジダイザは、患者の頭
頂骨において、いずれの側にも略垂直な方向で適合するよう構成され、これによりヘッド
ギアを所定位置に固定する。
【００４９】
　好ましくは、リジダイザは、その長さ方向に沿っては、相対的に弾性を有さず、伸展可
能でもなく、且つ、本来弾力性を持つ材料によって概ね構成されている。
【００５０】
　図１においてリジダイザ６０は、各々のリジダイザ６０が細長い本体６２と、本体下端
から略横方向へ延伸する下部アーム６４と、本体上端から略横方向へ下方に間隔をあけて
延伸する上部アーム６６とを含みながら、患者の頭部の両側に設けられる。上部サイドス
トラップ２０は、マスク１０の上部部位を（例えば前額部支持部を介して）上部アーム６
６へ取り外し可能に接続し、下部サイドストラップ３０は、マスク１０の下部部位を（例
えばクリップ差込口と結合されるヘッドギアクリップを介して）下部アーム６４へ取り外
し可能に接続し、頂部ストラップ４０（例えば弾性接続部材）は使用の際に患者の頭頂部
を横切り、対向するリジダイザ６０の上端を相互接続するよう構成され、そして後部スト
ラップ５０は使用の際に患者の頭部の後ろを通り、対向するリジダイザ６０の下端を相互
接続するよう構成される。
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【００５１】
　一つの実施形態において上部サイドストラップ２０は、一つの上部アーム６６から患者
の頭部の反対側において対向する上部アーム６６へ、患者の前額部を横切って延在する、
単一の部品とすることができる。好ましくは、上部サイドストラップ２０は、患者の耳を
通り過ぎて後方へ著しく延伸することはない。また図１において、上部及び下部アーム６
６、６４の可動範囲を、破線にて図示する。別の実施形態において上部アーム６６は、患
者の前額部を横切って、１つの本体６２から患者の頭部の反対側において対向する本体６
２へ延在するよう構成される、単一の部品とすることができる。
【００５２】
　図２において、それぞれのリジダイザ２６０は複合構造（以下に示す）を有し、上部及
び下部サイドストラップ２２０、２３０は連続し、且つマスクの上部部位及び下部部位か
ら、それぞれのリジダイザ２６０を通って延在するよう構成され、ここでリジダイザ２６
０は患者の頭部の頭頂骨に沿って延在する。
【００５３】
　一つの実施形態において、上部サイドストラップ２２０と下部サイドストラップ２３０
とリジダイザ２６０とは、それぞれ異なる弾性特性を有していてもよく、これにより患者
の顔面にあるマスクに、使用の際に調節性及び安定性をもたらすことができる。
【００５４】
　一つの例において、上部サイドストラップ２２０は伸展性材料から構成することができ
、これによりマスクに、使用の際に調節代を与える。例えば、上部サイドストラップ２２
０は弾性素材から作られてもよい。さらに、上部ストラップによって設けられた伸展性は
、患者にとってより大きな適合範囲を与え得る。加えて、下部サイドストラップ２３０は
、上部サイドストラップと比較して低い伸展性を有する材料から作られてもよい。即ち下
部サイドストラップ２３０は、上部サイドストラップ２２０に用いられている材料と比較
した際に、加えられた力に対するより低い伸縮性を有する材料によって、構成することが
できる。これは、患者の顔におけるマスクの位置の幾分かの調整を可能にしながら、マス
クを所定位置に固定するためである。さらに、リジダイザ２６０は、上部サイドストラッ
プ２２０及び／又は下部サイドストラップ２３０と比較して低い伸展性及び低い弾性であ
ってもよく、これにより構造及び支持をヘッドギアに設け、従って使用の際にマスクを患
者の頭部へ適切に固定する。
【００５５】
　上部サイドストラップ２２０及び／又は下部サイドストラップ２３０は、Ｂｒｅａｔｈ
－Ｏ－Ｐｒｅｎｅ（登録商標）のような複合材料、及びバルク材からのダイカットから構
成することができる。上部サイドストラップ２２０及び／又は下部サイドストラップ２３
０は、狭い編みこみ材料によって構成されてもよく、これによりダイカットによって発生
する廃棄物が減少するか、又は除去される。
【００５６】
　図３において、リジダイザ３６０は、患者の後頭部を覆って載置されるように構成され
るメッシュ構造を有する。図示されるように、リジダイザ３６０は略台形形状であり、マ
スク上部部位に結合された上部サイドストラップ３２０に取り外し可能に接続されるよう
構成された上端と、マスク下部部位に結合された下部サイドストラップ３３０に取り外し
可能に接続されるよう構成された下端とを有する。メッシュ状リジダイザ３６０は、患者
の頭部に適合するよう可撓性を有することができるが、例えばヘッドギアを所定位置に固
定するために、非伸縮性であってもよい。しかしながら、メッシュは異なる適切な構造を
有してもよい。
【００５７】
　それぞれの実施形態において、リジダイザは患者の頭部の頭頂骨に沿って略垂直に延在
し、且つ、カップ型を為し、及び／又は患者の後頭部に静置されるよう構成される。図示
されるように、頭頂骨リジダイザは（即ち後頭部を覆って載置するために）頂部及び／又
は底部に接続されてもよく、且つ接続を容易にするための追加の剛性又は半剛性コンポー
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ネントを含んでいてもよい（例えば図２及び図３におけるストラップ接続部を参照）。ま
た、リジダイザによって、任意の剛性又は半剛性コンポーネントを後頭部において使用す
ることが避けられる。この後頭部は、使用の際に患者の頭がベッドに触れることがある箇
所である。好ましくはリジダイザは、患者の頭に対して、リジダイザの長さ方向に沿って
、可撓性を有するか又は適合することが可能であるが、しかしながら、その幅方向には撓
んだり変形することはできない。これにより、ヘッドギアは快適でありながら、マスクを
所定位置に固定する構造機能を維持する。
【００５８】
１．２．１．２　頭頂骨及び頬骨のリジダイザ
　図４～図５に、患者の頭頂骨のいずれの側（即ち略垂直方向において）にも適合し、こ
れによりヘッドギアを患者の後頭部における所定位置に固定し、且つ患者の頭部の前面と
患者の頬骨とに延在するよう構成されるリジダイザを含む、ヘッドギアを図示する。
【００５９】
　図４においてリジダイザ４６０は、マスク１０を横切って延在するよう構成される２つ
の側部を有する、連続的なコンポーネントである。図示されるように、それぞれの側部は
、患者の頭頂骨に沿って患者の耳の上方を越え、且つ患者の頬骨の方へ延伸する上部スト
ラップ部４６２と、患者の耳の下方へ延伸する下部ストラップ部４６４とを含む。上部ス
トラップ部４６２は、マスク１０の上部部位を横切って延在し、下部ストラップ部４６４
は、マスク１０の下部部位を横切って延在する。
【００６０】
　図４Ａに示されるように、上部ストラップ部４６２はマスク１０に取り外し可能にクリ
ップ止めされてもよい。図示されるように、マスク１０の上部部位は、間隙を介した複数
のスロット１５を含んでもよく、且つクリップ４７０は、上部ストラップ部４６２におけ
る開口部を通して、選択された一つのスロット１５の内部へ延伸してもよい。
【００６１】
　後上部ストラップ４４０と後下部ストラップ４５０とを含む可撓性ストラップ構成は、
患者の後頭部において、リジダイザ４６０の左右側面を接続する。後上部ストラップ４４
０及び後下部ストラップ４５０は、連続的なコンポーネントであってもよく、又は別々な
コンポーネントであってもよい。
【００６２】
　図５において、それぞれのリジダイザ５６０は、マスク１０のそれぞれの側面に接続す
るよう構成された連続的なコンポーネントである。図示されるように、それぞれのリジダ
イザ５６０は、患者の頭頂骨に沿って患者の耳の上方を越えて、且つ患者の頬骨の方へ延
伸する上部ストラップ部５６２と、患者の耳の下方へ延在する下部ストラップ部５６４と
、マスク１０に接続するよう構成される前部ストラップ部５６６とを含む。
【００６３】
　図示された実施形態において、それぞれのリジダイザ５６０は、マスク１０の側面へ回
転可能に係合する（例えば、マスク側面上にクリップ留めする、マスク側面上のアンカー
に巻きつける）よう構成され、これによりリジダイザ５６０に対してマスクの回転動作が
可能となり、マスクの適切な装着のためにマスクを回転させ且つ調節することが可能とな
る。
【００６４】
　後上部ストラップ５４０及び後下部ストラップ５５０は、リジダイザ５６０の左右側面
を患者の後頭部に接続する。
【００６５】
１．２．１．３　後頭部及び頭頂部のリジダイザ
　図６～図１１に、略完全円／楕円形状（例えば、後頭部において切り離された、調節性
のための円弧を有することができる形状）を形成するよう構成され、これによりヘッドギ
アを患者の後頭部における所定位置に固定するリジダイザを含むヘッドギアを図示する。
図示されるように、リジダイザは患者の頭頂骨及び後頭骨に沿って延在する。
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【００６６】
　図６及び図７において、リジダイザ６６０は、下端において切り離された円弧を有する
略円形又は略楕円形形状を含む。下端において切り離された部位は、円／楕円形状のサイ
ズ調整を可能とすることができる。
【００６７】
　上部サイドストラップ６２０は、マスク１０の上部部位を（例えば前額部支持部を介し
て）リジダイザに取り外し可能に接続し、下部サイドストラップ６３０は、マスク１０の
下部部位を（例えばクリップ差込口と結合されるヘッドギアクリップを介して）リジダイ
ザに取り外し可能に接続する。
【００６８】
　好ましくは、下部サイドストラップ６３０及び／又はリジダイザ６６０は、後頭骨に係
合し、これによりリジダイザを所定位置に維持し、使用中にヘッドギアが患者の後頭部を
ずり上がることを防ぐ。異なる望ましい形態において、上部サイドストラップ６２０及び
／又はリジダイザ６６０は使用中に、患者の頭頂骨上方の大部分を捕捉するか、又は横切
ることが可能であり、これにより使用中にヘッドギアが患者の頭部から滑り落ちることを
防ぐ。
【００６９】
　異なる実施形態において、上部サイドストラップ６２０及び／又は下部サイドストラッ
プ６３０は、調節可能な長さを有していてもよい。これは、例えばフックアンドループフ
ァスナー（ｈｏｏｋ　ａｎｄ　ｌｏｏｐ　ｆａｓｔｅｎｅｒ）の使用を通じて達成するこ
とができる。上部サイドストラップ６２０、及び／又は下部サイドストラップ６３０の長
さは、リジダイザ６６０が患者の耳に当たらない程度であるべきである。例えば、上部サ
イドストラップ６２０、又は下部サイドストラップ６３０の長さが、リジダイザが患者の
顔に付勢され、ひいては耳に接触する程度に調節され得る場合がある。これによって患者
に不快感が引き起こされる場合がある。
【００７０】
　異なる望ましい実施形態において、下部サイドストラップ６３０はリジダイザ６６０に
おける開口部を通して螺着され、これによりリジダイザ６６０は下部サイドストラップ６
３０の長さに沿ってスライドし得、その結果、リジダイザ６６０によって密閉された（ｅ
ｎｃａｐｓｕｌａｔｅｄ）空間のサイズが調節され、次いでヘッドギアの形状が、異なる
患者の頭部サイズに適合するよう変更される。異なる望ましい形態において、下部サイド
ストラップ６３０は係合部をその長さに沿って有していてもよく、これにより、リジダイ
ザ６６０によって密閉された空間の大きさを、リジダイザ６６０を下部ストラップ６３０
の長さに沿ってスライドさせることで調節した場合、下部ストラップ６３０におけるリジ
ダイザ６６０の位置を、所定位置に固定することが可能となる。例えば係合部は、クリッ
プ、ベルクロ（Ｖｅｌｃｒｏ）、隆起された編み目（ｒａｉｓｅｄ　ｓｔｉｔｃｈｉｎｇ
）、又はリジダイザ６６０を所定位置に固定するその他の手段であってもよい。
【００７１】
　異なる望ましい実施形態において、上部サイドストラップ６２０、下部サイドストラッ
プ６３０、及び／又はリジダイザ６６０を、個別に形成してもよく、これによりそれぞれ
のコンポーネントは、以下に記述するように、（即ちコンポーネントをネスト（ｎｅｓｔ
）式に配置することにより）効率的に製造され、且つ経済的となる。
【００７２】
　図１５に示すように、リジダイザ６６０は平坦なコンポーネントから形成されてもよく
、次いで使用に適した形状に屈曲又は変形されてもよい。リジダイザ６６０はシート材料
からダイカットされてもよい。リジダイザ６６０は上部サイドストラップ６２０との係合
のための上部開口部２０００を有してもよい。多数の上部開口部２０００が設けられても
よく（例えば図１５に示されるような４つの開口部）、これにより患者は上部サイドスト
ラップ６２０の位置を調節することが可能となる。またリジダイザ６６０は、下部サイド
ストラップ６３０との係合のための下部開口部２１００を有してもよい。
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【００７３】
　図８及び図９に、異なる構成によってマスクに接続される、図６及び図７のヘッドギア
を示す。この実施形態において、上部サイドストラップ６２０はマスク１０の側面張出し
材に接続され、下部サイドストラップ６３０はマスク１０に、マスクのクリップ差し込み
口と結合されたヘッドギアクリップを介して、取り外し可能に接続される。図８に最もよ
く示されるように、上部サイドストラップ６３０はマスク１０の側面張出し材に接着剤に
よって接続されてもよく、これにより上部サイドストラップは、リジダイザにおいてのみ
調節可能となる。あるいは、上部サイドストラップ６３０は、マスク１０の側面張出し材
の端部に設けられたスロットへ調節可能に接続されてもよく、これにより上部サイドスト
ラップは、リジダイザと側面張出し材との両方において調節可能とすることができる。
【００７４】
　図１０及び図１１に、リジダイザ６６０を、以下に説明するように、上部及び下部サイ
ドストラップ６２０、６３０に取り付けるための別の構成を示す。
【００７５】
　図４０に、使用の際に患者の頭部のほぼ後部に沿って位置するよう構成されるリジダイ
ザ７５６０のための、別の構成を示す。リジダイザは略電球形状に形成されてもよく、こ
の形状には２つの略円形部位又は略湾曲部位が存在し、即ち使用の際に患者の頭部のほぼ
頭頂骨領域に係合するよう構成された上部部位７５６２と、使用の際に患者の頭部のほぼ
後頭骨領域に係合するよう構成された下部部位７５６４とを備えている。上部ストラップ
７５１２は、マスク上部部位との係合のために上部部位７５６２に設けられ、下部ストラ
ップ７５１４は、マスク下部部位との係合のために下部部位７５６４に設けられる。
【００７６】
１．２．２　リジダイザ／ストラップの取り付け
　１つ以上のリジダイザは、マスク及び／又は異なる物と、異なる構成において連結する
ことができる。
【００７７】
　実施形態において、それぞれのリジダイザは１つ以上のスロットを含んでもよく、これ
によりヘッドギアストラップをそこへ通すことが可能となる。例えば図１において、本体
６２のそれぞれの端部と、下部アーム６４の端部と、上部アーム６６の端部とはスロット
を含み、これにより使用中に、ヘッドギアストラップをそのスロットに通すことが可能と
なる。図３に、メッシュ状リジダイザ３６０を、ヘッドギアストラップを収容するための
スロットを有する上部と、下部コネクタ３６５及び３６６（例えばメッシュにオーバーモ
ールドされた物）と、ともに示す。図５において、リジダイザ５６０の後部は、後上部及
び後下部ストラップ５４０、５５０を収容するための上部及び下部スロットを含んでもよ
い。また図６～図１１に、ヘッドギアストラップを収容するためにリジダイザ６６０に備
えられた、１つ以上のスロットを示す。
【００７８】
　異なる実施形態においてリジダイザは、ヘッドギアストラップを収容するために、ルー
プを設けてもよい。例えば図２において、リジダイザ２６０の上端及び下端はコネクタ２
６５を含み、このコネクタはヘッドギアストラップそれぞれを収容するためのループを提
供している。下部コネクタ２６５は、覆っているリジダイザにおけるスロットと位置合わ
せされ、これにより下部ストラップ２３０は患者の後頭部に位置するスロットを貫通する
。即ち、下部ストラップ２３０はリジダイザ２６０における空隙を貫通する。
【００７９】
　図１０～図１３に、リジダイザとストラップとが押圧スタッド（ｐｒｅｓｓ　ｓｔｕｄ
）構成を設ける構成を示す。図示されるように、リジダイザ下端は複数の穴６６３を有す
るストラップ部６６２を含んでいてもよく、そして下部ストラップ６３０の１つの端部が
、穴６６３の選択された１つに圧入されるよう構成されるスタッド６６５（例えばストラ
ップへオーバーモールドされるか、又は超音波溶着されたもの）を設けてもよい。図１３
に示すように、スタッド６６５及び穴６６３はスナップフィット（ｓｎａｐ　ｆｉｔ）構
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成を設けるよう構成される。下部ストラップ６３０の反対側の端部は、マスクに取り付け
るために、ベルクロ（登録商標）タブを含んでもよい。
【００８０】
　図２５Ａ～図２５Ｃに、頂部ストラップ４４１２のためのさらなる調節機構を示す。前
額部支持部５０００はマスク１０に設けられてもよい。前額部支持部５０００は、頂部ス
トラップが開口部５００５を通してループすることを可能にしてもよい。図２５Ｃに最も
よく示されるように、前額部支持部にはプッシュタブ５０１０が設けられてもよく、この
プッシュタブはばね５０２５によって与圧を与えられているか又は付勢されており、これ
により頂部ストラップ４４１２のループした部分の係合と係脱とを可能にする。グリップ
部５０１５は、前額部支持部５０００と対向する側に設けられてもよく、これにより、患
者が自らの前額部の機構を安定させるためにタブ５０１０を押す。追加グリップ部５０２
０が、頂部ストラップ４４１２のループ部の端部に設けられてもよい。また追加グリップ
部５０２０は、開口部５００５を通して引き戻されることによるループ部の分解を、妨げ
てもよい。
【００８１】
　また図２６は、底部ストラップ４５１３を調節するためのさらなる別の方法を示す。こ
こでは穿孔６０００が底部ストラップ４５１３の長さに沿って設けられてもよく、このこ
とにより患者が底部ストラップ４５１３のセグメントを引き裂くか又は切断し、底部スト
ラップの長さを短くすることができる。穿孔６０００は、例えば薄くされた横断面、狭く
されたストラップ幅のような、底部ストラップ４５１３に沿った脆弱部位であってもよい
。
【００８２】
［追加の実施形態］
　また図１８に、弓状部又は屈曲部４０００を有しうるリジダイザ３００１を備え、密閉
された第一ストラップ３０１０を示す。屈曲部４０００は、リジダイザ３００１の限定さ
れた部位に設けられてもよく、これによりこの部位においてリジダイザを容易に曲げるか
、又は蝶番状に折り曲げることが可能となる。このことは、より広い範囲の患者の頭部サ
イズに適合するために有益な場合がある。図１８に示されるように屈曲部４０００は、リ
ジダイザの下部部位を患者の耳に向かって外側へ曲げるか、又は患者の頭部の中心に向か
って内側へ曲げるかを可能にするように、位置決めすることができる。屈曲部４０００は
脆弱部位であってもよく、これによりリジダイザ３００１において同様の可撓性を達成す
る。例えば、屈曲部４０００はリジダイザ３００１における湾曲部位、横断面が薄化され
た部位、幅が狭くされた部位であってもよい。この屈曲部位は、例えばマスクシステムへ
の直接接続のための上部及び下部ヘッドギアストラップのような、ヘッドギアの異なる部
位のように、張力をかけることはできない。
【００８３】
　図２０に、さらなる構成を示す。ここでは第一ストラップ３０１０が密閉されたリジダ
イザ３００１（図示されない）を有してもよく、頂部ストラップ３０１２及び底部ストラ
ップ３０１３が設けられてもよい。頂部ストラップ３０１２及び底部ストラップ３０１３
は、それぞれ単一長さの材料であってもよく、この材料はループされるか、さもなくば第
一ストラップ３０１０に取り付けられてもよい。固定手段（例えばフックアンドループ接
続、押圧スタッド、接着剤）は、頂部ストラップ３０１２及び底部ストラップ３０１３の
端部に取り付けられてもよく、これによりストラップの長さの調節が可能となる。
【００８４】
　図２１に、さらなる構成を示す。ここでは第一ストラップ４０１０（密閉されたリジダ
イザ（記載されない）が設けられた）が自身の下端部において、縫合、糊付け、溶着又は
他の手段によって接合される。あるいは、第一ストラップ４０１０はサークル材料又はル
ープ材料によって形成することができる。第一ストラップ４０１０は、超音波ダイカット
によって一体的に形成することができる。第一ストラップの外周は（内側のエッジ部、又
は頂部ストラップ４０１２及び底部ストラップ４０１３から最も離れたエッジ部から計測
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して）約４２０～６００ｍｍであってもよい。好ましくは、外周は約４８０～５５０ｍｍ
であってもよい。好ましくは、外周は約４９０～５０５ｍｍであってもよい。好ましくは
、外周は約５００ｍｍであってもよい。これらの値の外周によって、ヘッドギアは、一般
人の大部分の頭部の頭頂部に装着可能なように構成され得る。加えて、リジダイザが患者
の耳に接触することを回避し得る。さらに、リジダイザが患者の下頸部、又は上背、又は
背骨に接触することを回避し得る。
【００８５】
　また図２１に、第一ストラップ４０１０に接合部４０３５において取り付けられる頂部
ストラップ４０１２を示す。接合部４０３５は縫合、超音波溶着、糊付け又は他の接合手
段、又は手段の組み合わせであってもよい。頂部ストラップ４０１２には、頂部ストラッ
プの自由端における、例えばフックオアループ（ｈｏｏｋ　ｏｒ　ｌｏｏｐ）材料、押圧
スタッド等の調節手段４０２０が設けられてもよい。底部ストラップ４０１３は、第一ス
トラップ４０１０に、接合部４０３５によって取り付けられてもよい。接合部４０３５は
縫合、超音波溶着、糊付け又は他の接合手段、又は手段の組み合わせであってもよい。底
部ストラップ４０１３には、底部ストラップの自由端における例えばフックオアループ材
料、押圧スタッド等のような調節手段４０２０が設けられてもよい。さらなる別の実施形
態において、第一ストラップ４０１０、頂部ストラップ４０１２及び底部ストラップ４０
１３は一体的に形成することができる。単一コンポーネントは、コンポーネントの外周に
沿って、手動で超音波溶着機を回転させることによって形成することができる。ある実施
形態においては、この方法は手作業に頼っているので、幾らかのばらついたエッジ部が生
じる場合がある。単一コンポーネントは、超音波ダイカットによって構成することができ
る。このことは、プロセスをより厳密に制御できるので、それぞれのヘッドギアがより一
様な、又は一貫したものとなり得る、という利点となり得る。また超音波溶着及びＣＮＣ
ナイフ切断を含む、別の構成方法も可能である。
【００８６】
　図２２に、第一ストラップ４１１０（密閉されたリジダイザ（図２２では、外面的に不
可視）が設けられ得る）の、使用位置における背面図を示す。角度ａは、水平面に対する
底部ストラップ４１１３のアライメント角を示す。底部ストラップ４１１３は好ましくは
下方へ角度ａまで曲げられるか偏移され、これにより底部ストラップが患者の耳の下方へ
案内される。角度ａは０度以上であってもよい。角度ａは０度～９０度であってもよい。
好ましくは、角度ａは約１０度～３０度であってもよい。好ましくは、角度ａは約１５度
～２０度であってもよい。角度ａは約１１度であってもよい。また第一ストラップ４１１
０には、弾性を有し得る頂部ストラップ４１１２が設けられてもよい。底部ストラップ４
１１３は接合部４１３４、４１３５によって第一ストラップ４１１０に取り付けられても
よい。
【００８７】
　また図２２に、第一ストラップにおける、接合部４１３０にもっとも近い下部部位の幅
である長さＬを示す。好ましくは、長さＬは約６０ｍｍ未満であってよく、これにより患
者の頸部又は上背又は背骨への接触を回避する。好ましくは、長さＬは約３０ｍｍ～５０
ｍｍであってもよい。
【００８８】
　図２２に示すように、第一ストラップ４１１０によって形成されるヘッドギアの上部部
位は、患者の頭頂部に係合するようアーチ状に曲げられる。使用の際、第一ストラップ４
１１０は水平面４１１５に向かって、アーチ状領域における最も広い部位を経て延伸し、
これにより患者の頭頂部において平坦に横たわる。第一ストラップ４１１０の下部部位又
は側面は、下部部位の最も幅広い部位における垂直面（垂直軸４１１６に平行）、又は第
一ストラップの側面を経て延伸する。この構成によって、第一ストラップ４１１０を含む
ヘッドギア部位が、患者の後頭部において平坦に横たわることが可能となる。第一ストラ
ップ４１１０に、密閉されたリジダイザが設けられる場合、リジダイザと組み合わされる
第一ストラップ４１１０の構成によって、三次元形状のヘッドギアが提供される。
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【００８９】
　図２３にさらなる構成を示す。ここでは第一ストラップ４２１０（密閉されたリジダイ
ザ（記載されない）が設けられ得る）が頂部ストラップ４２１２に、接合部４２３５によ
って取り付けられ得る。接合部４２３５は超音波溶着として示されているが、頂部ストラ
ップ４２１２を第一ストラップ４２１０に取り付けるための他の妥当な方法であってもよ
い。頂部ストラップ４２１２は弾性体、又は他の適切な材料であってもよい。底部ストラ
ップ４２１３は第一ストラップ４２１０におけるループ４２３５を貫通してもよい。底部
ストラップ４２１３は弾性体又は他の適切な材料によって作られてもよい。また底部スト
ラップ４２１３は、自身の端部にラダーロック（ｌａｄｄｅｒ　ｌｏｃｋ）４２２０を設
けることによって調節できる。ラダーロック４２２０を底部ストラップ４２１３の長さに
沿って滑らせることで、ストラップの長さを変えてもよい。
【００９０】
　図２３においてさらに、リジダイザ下部部位４２５０を示す。このリジダイザ下部部位
は、使用時に患者の耳の後ろに接触することを避けるような方法で、湾曲されていてもよ
い。図２０におけるこの下部部位４２５０の曲率は、第一ストラップ４２１０が自身の長
さに沿って同様な曲率半径に倣うようにされる。図２３に示されるように、下部部位４２
５０の曲率半径は、上部部位４２６０の曲率半径とは異なる。下部部位４２５０は、上部
部位４２６０の曲率半径より小さい曲率半径を有してもよい。第一ストラップ４２１０の
形状は、第一ストラップの中に密閉されるリジダイザ４２０１（図２３においては、外面
的には不可視である）と類似していてもよい。
【００９１】
　図２７に、リジダイザ４２０１を示す。この場合、下部部位４２５１は、上部部位４２
６１より小さい曲率半径を有してもよい。あるいは、屈曲部４２００がリジダイザ４２０
１に設けられてもよく、これにより下部部位４２５１は患者の頭部の中心をさらに越えて
位置し、それにより使用中に患者の耳の後ろに接触することを避ける。
【００９２】
　図２８に、単一の基材に多数個取りが可能なようにネスト式に配置されたリジダイザ４
２０１を示し、これにより多数のリジダイザ４２０１が、廃材の量を最小化しつつ製造さ
れ得ることを説明している。
【００９３】
　図２９に、平坦化された第一ストラップ４２１０を、密閉されたリジダイザ４２０１（
破線によって記述される）と共に示し、これにより、形成又は互いに結合される際の、二
つの部品の類似した湾曲又は略弓型形状について、明らかにする。本実施形態においてリ
ジダイザ４２０１のいずれの端部４２８０も、好ましくは第一ストラップ４２１０の端部
４２１１の最遠点を越えない最大長さを有し、且つ、さらなるストラップが端部４２１１
に接続され、ヘッドギアが患者の頭部において締め付けられる際に、端部４２１１を変形
又は屈曲しないようにするために必要とされる距離以上の好ましい最小長さを有する。ま
たこの特徴によって、リジダイザ４２０１が不快感又は炎症を患者の頸部又は上背／背骨
に引き起こすことを、回避し得る。
【００９４】
　図３０に、本発明におけるさらなる実施形態を示す。この場合リジダイザ４６０１は、
第一ストラップ４６１０の内部に密閉されていてもよい。リジダイザ４６０１は、使用時
に患者の頭部の実質的に頂部、上半分のみに位置するように、第一ストラップ４６１０の
中央部のみを横切って延在してもよい。このことにより、先の実施形態における復元力を
維持しながら、快適性が増大し得る。加えて、長さが減少したリジダイザ４６０１によっ
て、本実施形態における快適性が増大し、且つさらにストラップが形状及び構成を留める
ことが可能となり得、使用者あるいは患者がヘッドギアを迅速に装着することが可能とな
り得る。ヘッドギア内部に備え付けられたリジダイザの一つの利点は、患者の頭部の後部
に係合し、これによりヘッドギアの基本的な形状を保ち、且つ患者がヘッドギアを着用す
る間に変形が防止又は制限されるように剛性を有する形状が維持された、ヘッドギア部分
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を有することにある。
【００９５】
　図２４に、さらなる実施形態を示す。この場合、頂部ストラップ４３１２及び底部スト
ラップ４３１３はラダーロック４３２０によって調節できる。頂部ストラップ４３１２及
び底部ストラップ４３１３は、密閉されたリジダイザ（記載されない）と共に第一ストラ
ップ４３１０に取り付けられてもよい。
【００９６】
　実施形態において、ヘッドギアの１つ以上の特徴は、使用中にヘッドギアが患者の頭を
ずり上がり、ストラップが患者の耳の下面に隣接又は接触する可能性を、妨げるか又は少
なくとも減少させるよう、構成することができる。
【００９７】
　例えば図３６に示されるように、頭頂部ストラップ７３６０の位置を後部に動かしても
よく（即ち頭頂部ストラップの角度の変更）、これによりヘッドギアがずり上がる可能性
が減少する。頭頂部ストラップ７３６０の本来の位置は、図３６に実線によって表示され
る。頭頂部ストラップ７３６０の本来の位置は、垂直方向、又は本体前頭面の方向であっ
てもよい。例えば、頭頂部ストラップ７３６０は、図３６において示される位置から最大
４０度まで後退してもよく、例えばα１によって表示される１５度、α２によって表示さ
れる２０度、α３によって表示される４０度まで後退してもよい。また、頭頂部ストラッ
プの後部への移動は、患者の頭頂部部位の保持を改善させ、これにより支持を向上させる
。例えば、頭頂部ストラップは患者の頭頂部において過剰に緩むことはない。さらに図３
６に示すように、ストラップは、ヘッドギアのベクトルを耳の周囲に向かせるための「Ｊ
」型、又は「ドッグレッグ（ｄｏｇ　ｌｅｇ）」型のような湾曲を含んでもよく、例えば
約５０ｍｍ～７０ｍｍ、より好ましくは約５５ｍｍ～６５ｍｍの半径を有する。図３７に
、頭頂部ストラップ７３６０がいかにして、患者の耳から下部ストラップ７３６４の十分
な間隔を保つための一助となっているかを示す。
【００９８】
　異なる例において、図３８及び３９に示すように、リジダイザ７４６０は、首の底部に
沿う底部ストラップに沿った支持を強化するように延在してもよい。また頂部ストラップ
７４６６の長さは、頭頂部ストラップの位置決めをより向上させるように延在してもよい
。好ましくはリジダイザ７４６０は、ヘッドギアの下部ストラップを、患者の耳の下部、
又は患者の耳と接触しない領域へ、支持するか又は位置決めすることができる。またリジ
ダイザ７４６０は、ヘッドギアが患者の頭をずり上がるか、又は患者の頭の垂直上方へ移
動することを、ヘッドギアを患者の後頭部及び／又は頸部に固定することにより防止する
ことができる。またリジダイザ７４６０の非伸展性は、頭頂部ストラップ７４６２が引き
延ばされて患者の耳に当たることを防止する。頭頂部ストラップ７４６２はヘッドギアを
所定位置に固定し、これによりヘッドギアは患者の頭部の前方又は周囲へスライドしない
。底部及び頂部ストラップ７４６４、７４６６は、頭頂部ストラップ７４６２と比較して
、より弾性的であり得るか、又はより伸展性を有し得る。
【００９９】
　例えば、図３８及び図３９において示されるように、頭頂部ストラップ７４６２の直径
ｄは、好ましくは約５００ｍｍであってもよく、且つ頂部ストラップ７４６６は、頭頂部
ストラップに対して約９０度である角度α１に方向づけられてもよい。下部ストラップ７
４６４は、水平方向から下方へ約１５度～３０度、例えば２０度である角度α２に方向づ
けられてもよい。さらなる例において、頭頂部ストラップ７４６２の直径ｄは約４４０ｍ
ｍ～６００ｍｍであってもよい。さらなる例において、頭頂部ストラップ７４６２の直径
ｄは約５００ｍｍ～６００ｍｍであってもよい。さらなる例において、頭頂部ストラップ
７４６２の直径ｄは約５５０ｍｍ～６００ｍｍであってもよい。さらなる例において、頭
頂部ストラップ７４６２の直径ｄは約４４０ｍｍ～５５０ｍｍであってもよい。さらなる
例において、頭頂部ストラップ７４６２の直径ｄは約４４０ｍｍ～５００ｍｍであっても
よい。直径ｄはヘッドギア後部のループを形成し、このループは患者の後頭部を囲み、こ
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れにより患者が仰臥する際に、患者の頭部と、枕又はベッドとの間にヘッドギアがほとん
ど、又は全く位置しない。
【０１００】
１．２．３　リジダイザ／ストラップの調節
　実施形態において、リジダイザ及びヘッドギアストラップの調節は、フックアンドルー
プ（ｈｏｏｋ　ａｎｄ　ｌｏｏｐ）材料（例えばベルクロ（登録商標）、弾性体、押圧ス
タッド、等）によって提供することができる。
【０１０１】
　例えば、図１及び図２及び図６～図１０において、ストラップ２０、３０、２２０、２
３０、６２０、６３０の一端又は両端部は、ストラップの残りに係合するよう構成された
ベルクロ（登録商標）タブを含み、これによりストラップを所定位置に固定し、調節（例
えばリジダイザ及び／又はマスクに関して）を可能とする。
【０１０２】
　図１、４及び５において、１つ以上のストラップ４０、４４０、４５０、５４０、５５
０は、弾性コンポーネントの形態であり、これにより調節が可能となる。
【０１０３】
　ヘッドギアの頂部ストラップ（例えば図２０における頂部ストラップ３０１２）に設け
られた弾性体は、長さ２５０～４５０ｍｍであってもよい。好ましくは、弾性頂部ストラ
ップは約３２０～４００ｍｍであってもよい。弾性頂部ストラップは、本来の長さから弾
性的に１００ｍｍ伸展するために、１０Ｎを超える力を必要としないことが好ましい。弾
性頂部ストラップは、本来の長さから弾性的に１００ｍｍ伸展するために、６Ｎを超える
力を必要としないことが好ましい。弾性頂部ストラップは、本来の長さから弾性的に１０
０ｍｍ伸展するために、４Ｎを超える力を必要としないことが好ましい。弾性頂部ストラ
ップは、本来の長さから弾性的に１００ｍｍ伸展するために、３Ｎを超える力を必要とし
ないことが好ましい。これにより、患者の様々な範囲の頭部サイズに対して、ヘッドギア
が快適であることを保証し得る。
【０１０４】
　図１０～図１３において、１つ以上のストラップは、上述されたように押圧スタッド構
成を含み、これにより調節が可能となる。
【０１０５】
１．２．４　リジダイザ材料
　リジダイザは、２つ以上の材料を有する複合構造（より軟質であり、患者に接触する材
料によって、構成された被覆を有する、剛性又は半剛性材料）を有してもよく、別の布地
又はポリマー材料（三次元織物、編物、不織布、積層体）によって構成されてもよく、且
つ別の方法において製造することができる。
【０１０６】
　例えばリジダイザは、ナイロン、ポリプロピレン、ポリカーボネート、ポリスチレン、
ポリエチレン、熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）、熱可塑性ウレタン（ＴＰＵ）、シリコ
ーン、ポリエステル等のような任意の可撓性の適当な材料によって作製することができる
（例えば図１を参照）。図３において、リジダイザ３６０は、エッジ部に逃げ加工を施さ
れた三次元織物／編物である。
【０１０７】
　またリジダイザは布地を厚化又は処理することによって構成されてもよく、これにより
リジダイザはより硬化されるかまたは伸展を防止できる。例えば、布地には焼付け（ｐｒ
ｉｎｔ）を施してもよく、焼付けのインクが布地の伸展の余地を抑えるか又は減少させる
。加えて、布地は選択された部位において縫い合わせられていてもよく、これにより硬化
される。また、布地は選択された部位において超音波溶着されてもよく、これにより硬化
される。
【０１０８】
　リジダイザは不織材料、例えば網によって構成されてもよく、これにより少なくとも一
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つの方向における伸展に対して抵抗力を持つ。
【０１０９】
　あるいはリジダイザは織物材料によって形成されてもよく、この場合材料の布目が整列
し、このため布地は（患者の頭部に位置する際に）側方に伸展しないようにすることがで
き、これによりヘッドギアを患者の頭部の所定位置に締め付けて固定する。
【０１１０】
　またリジダイザは、シリコーン、ポリウレタン又は他の粘着性材料のようなさらなる材
料の層によって形成されていてもよく、これらの材料は布地ストラップに構成され得、こ
れによりストラップを補強する。またシリコーンビーズ、又はポリマーによるオーバーモ
ールディングが用いられてもよい。
【０１１１】
　リジダイザは厚さ０．１ｍｍ～１０ｍｍであってもよい。リジダイザの構造材料に応じ
て、リジダイザは好ましくは厚さ０．５ｍｍ～５ｍｍであってもよい。一般的に、リジダ
イザがより薄ければ、結果として患者にとってより快適なヘッドギアとなり得る。リジダ
イザがより厚ければ、寸法的により安定し得るか、より剛性となり得る。
【０１１２】
　リジダイザは幅１ｍｍ～３０ｍｍであってもよい。好ましくは、リジダイザは幅５～２
０ｍｍであってもよい。好ましくは、本明細書に記載のいくつかの実施形態におけるリジ
ダイザは幅１０ｍｍであってもよい。リジダイザ長さに沿った柔軟性を向上させるために
、材料は、幅を高さよりも薄くするか、又はより厚い材料については、幅をより狭くする
ことができる。
【０１１３】
　異なる実施形態において、リジダイザは布地の裏当材料に対して等しい幅か、又はより
小さい幅を有してもよい。布地の裏当材料は、使用中に患者の頭部に接触している。これ
は使用中におけるヘッドギアシステムの快適性を増大させるためである。
【０１１４】
　さらなる実施形態において、リジダイザは、適切な布地材料の内部に密閉されていても
よく、これにより患者の快適性と装着性とを向上させる。
【０１１５】
　リジダイザはオーバーモールドされてもよく（例えばより軟質な材料によってオーバー
モールドされたＴＰＥ（例えば図１０参照））、又は別々に形成され、次いで患者に接触
する材料（例えばＢｒｅａｔｈ－Ｏ－Ｐｒｅｎｅ（商標））のソック部（ｓｏｃｋ）によ
ってリジダイザを包むようにして覆うか、又はスライドさせて覆ってもよい（例えば図２
、図６及び図９参照）。別の実施形態において、患者に接触する材料が、接着、超音波溶
着、縫合、フックアンドループ材料、及び／又はスタッドコネクタ（ｓｔｕｄ　ｃｏｎｎ
ｅｃｔｏｒ）によってリジダイザに設けられてもよい。実施形態において、患者に接触す
る材料は、リジダイザにおける患者に接触する側にのみ存在してもよく、これによりヘッ
ドギアの体積とコストとが低減される。
【０１１６】
　またリジダイザの弾力性構造によって、リジダイザに対するストラップの固定性を向上
させて、患者による通常の使用状況下において、ストラップがリジダイザを通して引き裂
かれたり破れたりすることを防止することができる。
【０１１７】
　図１４Ａ～図１４Ｇは、別のリジダイザ構成を示す断面図である。図１４Ａに示される
ように、リジダイザはダイカットされたシート材料７８０を含んでいてもよく、このシー
ト材料は、例えば縫合又は糊付けによって接合された２つの布地のような、布地７８１に
覆われる。好ましくは、布地の接合部はストラップ内部にあり、これにより、接合部は使
用中に患者の顔に接触できなくなる。これは、ストラップを裏返して縫合し、意図された
ストラップの向きに戻すことによって達成されてもよく、これにより縫合部は布地のポケ
ットの内部にある。布地は、使用中に患者の顔と接触させるために、軟質な材料によって
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設けられる。また、軟質な材料は、ベルクロ（登録商標）タブの選択的な取り付けのため
に適切であろう。患者に接触する側の布地は、患者に接触しない側の布地と同一であって
もよい。患者に接触する側の布地は、好ましくは、患者に接触しない側の布地と同一の編
み方を有してもよく、これによりストラップの伸展特性は両側において略均等となる。ま
た、患者に接触する側の布地は、患者に接触しない側と同一の熱収縮特性を有することが
望ましい。これにより、熱成形、又は他のプロセス、又は熱に晒される際に、ヘッドギア
が不均一に変形することを防止することができる。患者に接触する側の布地は、患者に接
触しない側と異なる布地であってもよく、これにより患者に接触する側の布地は、患者に
接触しない側と比較してより快適となる。
【０１１８】
　図１４Ｂに示すように、リジダイザはダイカットされたシート材料８８０を含んでいて
もよく、このシート材料には例えばＴＰＥ、ＴＰＵのような軟質ポリマー材料８８１がオ
ーバーモールドされる。ポリマー材料は、使用中に患者の顔に接触するために、より軟質
な材料によって設けられる。
【０１１９】
　図１４Ｃに示されるように、リジダイザは半剛性成形コンポーネント９８０を含んでい
てもよく、このコンポーネントは、例えば２つの布地を縫合によって接合することで、布
地９８１に覆われる。
【０１２０】
　図１４Ｄに示されるように、リジダイザは半剛性成形コンポーネント１０８０を含んで
いてもよく、このコンポーネントは、（例えば溶着、糊付け、オーバーモールドによって
）布地複合材料１０８１（例えばＢｒｅａｔｈ－Ｏ－Ｐｒｅｎｅ（登録商標）材料、又は
これに類する材料）に取り付けられる。布地複合材料は、使用中に患者の顔に接触するた
めに、より軟質な材料によって設けられる。
【０１２１】
　図１４Ｅに示されるように、リジダイザは半剛性成形コンポーネント１１８０を含んで
いてもよく、このコンポーネントには軟質ポリマー材料１１８１、例えばＴＰＥ、ＴＰＵ
がオーバーモールドされる。ポリマー材料は、使用中に患者の顔に接触するために、より
軟質な材料によって設けられる。
【０１２２】
　図１４Ｆに示されるように、リジダイザは、例えばＴＰＥ、ＴＰＵのような軟質ポリマ
ー材料によって成形された軟質成形コンポーネント１２８０を含んでいてもよい。実施形
態において、成形コンポーネントには、ソフトタッチコーティング又はフロックコーティ
ングが設けられてもよい。
【０１２３】
　図１４Ｇに示されるようにリジダイザは、熱成形され、リジダイザ１３８０に取り付け
られる布地外部層１３８１を含んでいてもよい。リジダイザはダイカットされたシート材
料であってもよい。あるいは、リジダイザは成形された部品、機械加工された部品又は他
の形成された部品とすることができる。布地外部層は、互いに熱封止されるか、縫合され
るか、超音波切断されるか、ＣＮＣナイフ切断されるか又は他の接合が為されてもよい。
図示されるように、布地外部層１３８１は、エッジ部の略中心、又は略中間において接合
される。好ましくは、接合部はヘッドギア側面の中心にあるか、中心に近接している。あ
るいは、使用の際に接合部を、患者の顔から離れて位置させてもよい。また使用の際に、
接合部を患者の顔に隣接又は近接させることも可能である。好ましくは、発泡体、又は他
の適合材料による層が、リジダイザ１３８０を囲んでもよく、又はリジダイザ１３８０の
周囲に位置させることができる。発泡体は好ましくはリジダイザ１３８０の側面の水平な
エッジ部に延在してもよく、これによりリジダイザ端部が患者の顔に隣接し、不快感ある
いは顔に跡を発生させるのを防ぐ。例えば図１４Ｈに、リジダイザ１４８０の少なくとも
一部に沿って設けられる布地外部層１４８１及び発泡体層１４８２を有するリジダイザ１
４８０を図示する。図示されるように、発泡体層１４８２は、使用中に結合部１４８３を
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患者の顔から離して位置させる。
【０１２４】
　実施形態において、ヘッドギアストラップは熱成形されてもよく、次いでストラップの
エッジ部は超音波切断されてもよい。熱成形及び超音波切断されたストラップは、丸みの
あるエッジ部７０８１（図３１に示される）を設け、このエッジ部を設けることにより、
使用中に顔面に跡が残ることを実質的に防止することができる。また、熱成形及び超音波
切断されたエッジ部は、より軟質で、顔面への当たりが柔らかく、このエッジ部は、使用
中の患者の顔におけるより快適な感触（例えば患者の耳の周辺におけるより快適な感触）
を提供する。
【０１２５】
　さらなる実施形態において、ヘッドギアの少なくとも一部はスペーサーファブリック（
ｓｐａｃｅｒ　ｆａｂｒｉｃ）から構成されてもよく、この場合スペーサーファブリック
のエッジ部は超音波溶着されてもよい。このことが原因で、スペーサーファブリックのエ
ッジ部は丸みを帯び、それにより患者の顔に跡が残ることが少なく、快適性が増大する。
【０１２６】
　別の実施形態において、複数の布地外部層は共に接着剤によって接続されてもよい。例
えば図１４Ｉに示されるように、布地第一層１５８１（１）は、一端又は両端に位置する
翼状部１５８５を有してもよい。接着剤１５８６（例えば糊）が、布地第二層１５８１（
２）の端部に配置されていてもよく、これにより翼状部１５８５が接着剤の上に折り畳ま
れて、ヘッドギアの内部部位を布地層内部に封止することが可能となる。図示されるよう
に、ヘッドギア内部部位は発泡体１５８２、又はリジダイザ１５８０、又は両者の組み合
わせのような適合材料を含んでもよい。別の内部コンポーネントが、三次元織物のような
、本明細書で開示される異なる要素を含んでもよい。さらに接着剤及び翼状部は、接着剤
が翼状部に配置される、又は翼状部が布地第二層に配置されるような、別の実施形態で配
置されてもよいということが理解されるべきである。さらに布地第一及び第二層は、単一
の、連続した１枚の布地であることも可能であり、この布地は一端において、翼状部と接
着剤との構成によって封止される。例えば図１４Ｊに、翼状部１６８５を一端に含む単一
の布地１６８１を示し、この翼状部は、他端において接着剤１６８６（例えば糊）の上に
折り畳まれるよう構成される。図示されるように、ヘッドギア内部部位は発泡体１６８２
及びリジダイザ１６８０のような適合材料を含む。
【０１２７】
　好ましくは、ヘッドギアのエッジ部は完全に閉鎖され、即ち、ヘッドギアの内部コンポ
ーネント（リジダイザと適合材料とのようなもの）は完全に布地外部層の内部に収容され
る。これは、髪の毛が内部コンポーネントに絡まること、又は内部要素と接触することが
原因となる不快感を回避するためである。また内部コンポーネントが完全に密閉されてい
るか、又は布地層内部に収容されている場合、システムの清潔感と耐久性とを、より簡単
に維持することができる。
【０１２８】
　好ましくは、布地層が相互に接触するエッジ部は、密閉されるか、又はさもなくば隠さ
れ、これにより布地が分離すること、又は外れてしまうことを回避する。またこの構成は
、丸みのある連続したエッジ部を作成するために好ましい物となり得る。例えば図１４Ａ
を参照されたい。
【０１２９】
　実施形態において、ヘッドギアストラップの１つ以上の態様は、頭頂部ストラップの快
適性を強化するよう構成することができる（即ちストラップは、使用の際に患者の頭頂部
を横切るよう構成される）。例えば、リジダイザは比較的薄く、例えば１ｍｍ未満、０．
５ｍｍ～０．８ｍｍ程度であってもよい。異なる例において、ストラップは発泡体によっ
て包まれたナイロンリジダイザを含んでいてもよい。このような実施形態において、発泡
体の密度を増大させることができ、これにより快適性を向上させ、ナイロンリジダイザの
感触を得る可能性を減少させる。さらに、発泡体の厚さが、ヘッドギアのエッジ部の軟質
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性又は真円度を変更するために利用されてもよい。例えば、厚い発泡体層は、薄い発泡体
層と比較して、より丸い角を作るためにより好適であろう。さらなる実施形態において、
発泡体はある厚さから始まって、プロセスにおいて異なる厚さまで圧縮されてもよい。発
泡体の最初の厚さは５～３０ｍｍであってもよい。好ましくは、最初の厚さは７～１２ｍ
ｍであってもよい。あるいは、最初の発泡体厚さは１０～２０ｍｍであってもよい。第二
発泡体の厚さは、０．１～１０ｍｍであってもよい。好ましくは、第二発泡体の厚さは、
２～５ｍｍであってもよい。第二発泡体の厚さは、あるいは３～７ｍｍであってもよい。
【０１３０】
　異なる例において、不織材料（図３２に示されるような物）が頭頂部ストラップのため
に用いられてもよく、何故なら不織材料は、織物材料と比較してより剛性を有するか、又
はより可撓性が低い場合があるためであり、例えばビジネスシャツの襟硬化材は不織材料
である。
【０１３１】
　異なる例において、剛性コンポーネントは頭頂部ストラップから取り外すことができ、
別の方法として布地頭頂部ストラップ７１８１が内部発泡体７１８０と共にヒートプレス
又はエンボス加工されてもよく、これにより溶融して形成され、硬質部位が作成される（
図３３及び３４参照）。例えば、熱成形されたリブは、発泡体を約８０％まで加圧するこ
とによって形成することができる。
【０１３２】
　異なる例において、多数のリブ７２８０は、リジダイザにエンボス加工されてもよく、
これにより図３５に示すように、外観の体積を減少させながらも剛性を付加している。
【０１３３】
　また、リジダイザはエンボス加工されたリブ、又は他の機構を含んでいてもよく、これ
により、ヘッドギアの柔軟性を増大させるか、又は特定の領域における動作を制御してい
る。またエンボス加工を、ブランドロゴをスタンプするために用いてもよい。
【０１３４】
　例えば、ヘッドギアストラップは２つの発泡体層を含んでいてもよい。しかしながら、
例えば１層、２層、３層又はより多くの発泡体層のような、他の適切な構成が可能である
。実施形態において、患者に接触する側における発泡体は、患者に接触しない側における
発泡体と比較して、より低い密度を有していてよく、又はより低い硬度を有していてもよ
い。また、２つ以上の発泡体層と２つ以上のリジダイザコンポーネントとを有することも
可能である。あるいは、ヘッドギアは２つ以上のリジダイザと１つの発泡体層とを備えて
もよい。
【０１３５】
　例えば、不織材料が、さらなる発泡体又は布地層の間に、ナイロンリジダイザの代わり
に挿入されてもよい。
【０１３６】
　実施形態において、材料及び／又はヘッドギアの構成は、コストを低減するように選択
することができる。
【０１３７】
２．０　製造
　好ましくは、ヘッドギアの製造方法は、生産量を最大化し、材料の廃棄を削減すること
によって、コストを低減し得る。例えばコンポーネントは、コンポーネントをバルク材料
において接近してネスト式に配置させることが可能であるよう形作られてもよく、これに
より、個別のコンポーネントにダイカットする際に、廃材が減少し、従ってコストが低減
される。
【０１３８】
　図４１及び図４２に、記載されるヘッドギアを製造するための典型的なプロセスステッ
プを示す。また別の製造ステップも可能である。
【０１３９】
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　例えば図４１に、剛性化されたヘッドギアの作成のための典型的なプロセスを示す。こ
の典型的なプロセスは、材料の積層（発泡体及び布地を、積層プロセスによって結合する
）、熱成形（発泡体と布地との積層物とを成形型内に配置し、第一積層の頂部において前
形成リジダイザを成形型内に配置し、発泡体と布地との第二積層物をリジダイザ頂部に配
置し、工具を閉じ、加熱し、積層物を成形型表面の周囲において永久的に結合する）、超
音波ダイカット（熱形成シートをダイカット装置に配置し、超音波溶着機をヘッドギア外
周に沿って動かす）、及び結合（ヘッドギア頭頂部キャップの下部部位を結合し、ヘッド
ギアストラップを頭頂部キャップに接続する）を含む。一つのプロセスにおいて、積層は
除外されてもよい。異なるプロセスにおいて、熱成形及び超音波切断は、一つのステップ
において完了されてもよい。
【０１４０】
　図４２に、非剛性化ヘッドギアの作成のための典型的なプロセスを示す。この典型的な
プロセスは、材料の積層（発泡体と布地とを、積層プロセスによって結合する）、熱成形
（発泡体と布地との積層物を成型型内に配置し、工具を閉じ、加熱し、積層物を成形型表
面の周囲において永久的に結合する）、超音波ダイカット（熱形成シートをダイカット装
置に配置し、超音波溶着機をヘッドギア外周に沿って動かす）、及び縫合（ヘッドギア頭
頂部キャップの下部部位を結合し、ヘッドギアストラップをリジダイザに接続する）を含
む。
【０１４１】
　図１６Ａに図示されるように、本発明によるヘッドギアコンポーネント６６０は、シー
トからのダイカットのために構成することができる。図１６Ａの例において、１２個のヘ
ッドギアコンポーネント６６０は、布地材料の単一のシート２５００から切り取られても
よい。図１６Ａに示されるヘッドギアコンポーネント６６０は、比較的直線的であるスト
ラップのセットと接合されてもよく、このストラップは効率的にネスト式に配置すること
ができ（図示されない）、この組み合わせによって完全なヘッドギアアセンブリが作製さ
れる。従来技術である図１６Ｂにおいて示される構成では、図１６Ｂにおいて示される異
なる設計のように、たった３つのヘッドギアアセンブリ２６００しか同様のサイズのシー
ト２５００から切り出すことができない。図１６Ｂにおいては、１平方メートルあたり約
１１．５個のヘッドギアが作製される。本明細書における目的のために、本明細書におい
て「高い製造量」とは、１平方メートルあたり１１．５個のヘッドギアを超える任意の製
造量であると規定されるものとする。
【０１４２】
　ＲｅｓＭｅｄＱｕａｔｔｒｏ（登録商標）ヘッドギアのような、他の従来技術ヘッドギ
ア構成とは対照的に、ここに示される実施形態は、複数のコンポーネントから構成され、
分離されている際は、これらのコンポーネントは置き場所にも困らない単純な幾何学的外
形を有している。例えば、図６において示される実施形態において、上部ヘッドギアスト
ラップ６２０及び下部ヘッドギアストラップ６３０は略直線、略長方形コンポーネントで
あり、このコンポーネントはネスト式に配置可能であり、材料のバルクピースから廃棄物
を出さずに切り出すことが可能である。あるいは、上部ヘッドギアストラップ６２０と下
部ヘッドギアストラップ６３０は織物材料から形成され、廃棄物なく決まった長さに切り
出すことが可能である。リジダイザ６６０は、図１５に示されるように、平坦なピースか
ら形成することができる。このような構成においては、リジダイザを図１６Ａにおいて示
されるように互いに近接してネスト式に配置することが可能であるため、多数のリジダイ
ザを、リジダイザ材料の単一のバルクシートから、廃棄物を最小にしながら形成すること
が可能である。リジダイザ６６０は略弓型形状を有するが、当業者であれば、これを比較
的単純な幾何学的形状であると考えるであろう。
【０１４３】
　ＲｅｓＭｅｄＱｕａｔｔｒｏ（登録商標）ヘッドギアのような従来技術ヘッドギアとは
対照的に、このような形状であれば近接してネスト式に配置することが可能であるが、ヘ
ッドギアの一般的な形状　（即ち、打ち抜きで形成される、ヘッドギアにおける開口部又
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は穴）がに起因して廃棄物は生成される。
【０１４４】
　さらなる実施形態が図１７～図２０において描写される。図２０において、患者の頭部
への医療機器の取り付けに用いるための、組み立てられたヘッドギア３０１５が描写され
る。本実施形態において望ましい医療機器とは、ＣＰＡＰ装置のマスクである。
【０１４５】
　描写されるヘッドギア３０１５は、患者の顔にフェイスマスクを取り付けるよう構成さ
れる。ヘッドギア３０１５は、第一ストラップ３０１０、第二ストラップ３０１２、及び
第三ストラップ３０１３を備える。第二ストラップ３０１２及び第三ストラップ３０１３
は、接続手段によって第一ストラップ３０１０に取り付けられ、この接続手段は、他のス
トラップを収容するよう構成される一連の又は複数の穴若しくは開口部、を第一ストラッ
プ３０１０において備える。第二ストラップ３０１２及び第三ストラップ３０１３は、元
のストラップへ折り返され、好ましくはストラップ外表面における軟質な布地材料へ接続
される１つ以上のベルクロ（登録商標）タブの使用によって、第一ストラップ３０１０へ
固定又は接続することができる。好ましくは、ストラップにおいて用いられるベルクロ（
登録商標）タブ及び軟質な布地は、ベルクロ（登録商標）の使用と共通する「フックアン
ドループ（ｈｏｏｋ　ａｎｄ　ｌｏｏｐ）」取付具において互いに選択的に係合すること
が可能である。
【０１４６】
　第一ストラップ３０１０は、図１７及び図１８において示される構造を備える。弾力性
のある材料である剛性又は半剛性層３００１は、軟質な布地材料である第一層３００４と
第二層３００２との間に密閉される。好ましくは、軟質布地は生体適合性があるよう構成
され、使用中に、層３００２及び３００４は患者の皮膚層に接触してもよい。生体適合性
及び軟質性は共に、患者の肌の炎症を減少させ得る。
【０１４７】
　剛性層３００１と第一軟質布地層３００４との間に、クッション層３００３が密閉され
る。好ましくは、このクッション層３００３は、軟質な発泡体状の材料によって構成され
る。使用中に、第一ストラップ３０１０は好ましくは、第一軟質布地層３００４と接触さ
せることにより患者の皮膚層に接触するよう構成される。図１７において描写される第一
ストラップ３０１０の多層化された構成は、一つのストラップ部に沿って延在し、これに
より本実施形態において開示されるように正確に機能するためにのみ必要とされる。
【０１４８】
　好ましくは、第一ストラップ３０１０の層は、お互いに加硫又は糊付けによって取り付
けられてもよい。加えて、第一布地層３００４と第二布地層３００２とは、同等又は同一
の材質であることは必要とされず、且つヘッドギア３０１５の美的外観を向上させるため
に他の材料で代替されても構わない。
【０１４９】
　本実施形態において、第二ストラップ３０１２と第三ストラップ３０１３とは完全に軟
質布地材料によって構成されてもよく、これにより快適性が向上する。しかしながら、他
のストラップ構成も可能である。
【０１５０】
　剛性層３００１又はリジダイザは、好ましくはポリカーボネート、レキサン（Ｌｅｘａ
ｎ）（登録商標）又は同様の弾力性がある材料であって、厚さが約１～２ｍｍであるもの
によって構成することができる。軟質布地材料はＢｒｅａｔｈ－Ｏ－Ｐｒｅｎｅ（商標）
、又はナイロン又はスパンデックス（Ｓｐａｎｄｅｘ）（商標）が含まれるがこれらに限
定されない他の軟質布地材料であってもよい。
【０１５１】
　好ましくは、第一ストラップ３０１０は、図２０において示されるヘッドギアアセンブ
リ又は構成３０１５の全体の中で、リジダイザとして機能させることができる。この構造
の中にリジダイザを含むことの一つの利点は、特に図２０に示される構成で設置された際
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に、患者の頭部に沿った圧力の均等配分を可能とし得ることである。本実施形態は、リジ
ダイザを患者の後頭部に沿って、又は後頭部の上に備え付けることで、患者の快適性を向
上させることができる。
【０１５２】
　本実施形態におけるさらなる利点によって、ストラップの構造は最適化され得、これに
より廃棄物が減少する。従来、ヘッドギアのストラップは、材料の単一バルクピースから
ヘッドギア全体を切り出すことによって構成され、この切り出しは比較的大量の廃棄材料
を伴っていた。図１９に、製造材料のバルクピースから切り出される複数のストラップが
描写される。描写されるように、第一ストラップ３０１０の軟質布地材料の第二層３００
２は、材料のバルクシート３０１１の中に示される。この例において廃棄物は、それぞれ
のコンポーネントストラップを同一のバルクシート３０１１において隙間なくネスト式に
配置させることにより、制限され、最小化される。
【０１５３】
　さらなる実施形態において、発泡体の内部層は成形されてもよく、これにより剥き出し
の（ｓｋｉｎｎｅ）発泡体がヘッドギア形状を形成する。あるいは、任意の発泡体（剥き
出しか、剥き出しではないか、又は部分的に剥き出されたもの）は最初にヘッドギア形状
に形成されるか、又は他の手段で形作られてもよい。布地は、次いで発泡体層上に積層す
ることができる。
【０１５４】
　さらなる別の実施形態において、布地又は織物はモールド及びポリマーの中に配置され
てもよく、又は他のこのような成形用材料が布地上に射出されてもよく、これにより望ま
しいヘッドギア形状となる。
【０１５５】
　さらなる実施形態において、布地外部層はゲル、空気、及び／又は他のガスによって満
たされていてもよい。ガスは、各々のポケットにおいて可変である体積を有しながら、ポ
ケット内部に選択的に満たされてもよく、これによりヘッドギアのセクションによって提
供される剛性又は支持に影響する。布地外部層は気密性を必要とし、このため例えば不浸
透性のポリマー層によって積層することができる。
【０１５６】
　さらなる別の実施形態において、布地外部層は２本の撚糸材料（ｃｏｒｄｓ　ｏｆ　ｍ
ａｔｅｒｉａｌ）に沿って、又は撚糸材料の周囲に形成することができる。撚糸材料は、
材料の側面において環状エッジを作成することを目的とする。例えば、図４３に、提案さ
れるヘッドギア又はその部位の横断面を示す。この場合撚糸１７８５は布地外部層１７８
１の内部に設けられ、材料において丸みのある箇所を為す。撚糸は両側に設けられてもよ
く（図示される通り）、又はヘッドギアストラップのちょうど片側に設けられてもよい。
撚糸は発泡体、ゲル、ポリマー、又は他の適合材料によって構成することができる。撚糸
は別の形状を有していてもよく、例えばそれらは卵型又は楕円形断面を有していてもよい
。撚糸はさらに、分離された物として示される（即ち、ヘッドギアセクションの中央部を
通してお互い接合されることはない）が、しかしながら撚糸をもう一方に接続することが
可能である。
【０１５７】
　また発泡体外部層も単一ピースの材料によって構成されてもよく、この材料は布地のチ
ューブを作るために連続して編まれているということもまた理解されるべきである。
【０１５８】
　本発明はマスクシステムのためのヘッドギアに関して記載されるが、本発明はマスクシ
ステムの前額部パッド、マスククッション、快適なパッド、チューブラップ（ｔｕｂｅ　
ｗｒａｐ）、快適なソックス状器具、顎ストラップ、マスクフレーム、又は他の適切な部
位のような、マスクシステムの異なる部位に対して適用可能であり得るということが理解
されるべきである。
【０１５９】
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　迅速な取り外し機構をヘッドギアに取り付けることも可能であり、これは例えばヘッド
ギア後部における選択的な取り外し可能部位である。この取り外し機構は、引き紐を有す
るフックアンドループ材料による接続を含んでもよい。あるいは迅速な取り外し機構は、
クリップ留め、又は他の機構であってもよく、これにより患者がマスクシステムの取り外
しを緊急の際に行うことが可能となる。
【０１６０】
　さらなる実施形態において、チューブ取付コンポーネントを、ヘッドギアに取付可能に
するか、又は形成することが可能である。例えば、チューブに巻きつくためのストラップ
がヘッドギアに設けられてもよく、このストラップはチューブにフックアンドループ接続
によって取り付けられてもよい。あるいは、チューブと係合するためのクリップ又はリン
グがヘッドギアに取り付けられるか、又は形成されてもよい。
【０１６１】
　またリジダイザは、選択的に調節が可能な形状可変材料によって形成することができる
。例えば、リジダイザは金属から形成されてもよく、これにより患者はヘッドギア形状を
望ましい位置に調整させることが可能となる。またリジダイザの形成を、熱変形材料によ
って行うことも可能であり、これによりヘッドギアは加熱され患者の頭部に配置されても
よく、次いで患者の頭部の形状又は輪郭をとる。ヘッドギアが冷却される際、ヘッドギア
はこの形状を留め得る。またリジダイザはニチノール（ｎｉｔｉｎｏｌ）のような、形作
ることが可能である展性材料によって形成することができる。
【０１６２】
　またヘッドギアには、付加的な材料の挿入のための、又は材料の取り外しのためのポケ
ット又は間隙部が設けられてもよい。ポケット又は間隙部は、患者が特定の部位における
ヘッドギアの硬さ又は快適性を、変更及び適合させることができるように設けられてもよ
い。例えば、ポケット又は空間は、ヘッドギア後部に設けられてもよく、これにより患者
は詰め物又は適合材料をヘッドギアのこの部位に加えることが可能となる。
【０１６３】
　さらなる実施形態においてヘッドギアには、もし患者が必要とするならば、詰め物又は
軟質材料のソックス部（ｓｏｃｋｓ）若しくはラップ部（ｗｒａｐｓ）が設けられてもよ
く、これにより患者に付加的な快適性を提供する。ソックス部若しくはラップ部はヘッド
ギアストラップに、例えばクリップ止め、フックアンドループ材料、プルオーバー又は他
の適切な接続方法によって、選択的に取り付けられる。
【０１６４】
　またヘッドギアを、患者を診察又はモニタリングするためのセンサーと共に設けること
ができる。
【０１６５】
　別の実施形態において、上述のリジダイザは、実質的に非伸展性及び／又は弾力性を有
する１つ以上の要素によって代替又は補完されてもよい。例えば、上述のリジダイザの使
用の代わりに、縫合又はエンボス加工が、実質的に非伸展性構造を作成するために用いら
れてもよい。さらに、非剛性ばね構造によって弾力性を与えてもよい。
【０１６６】
　本発明は、現在最も実用的且つ望ましいと考えられる実施形態に関連して記載されるが
、本発明は開示された実施形態に限定されるべきではなく、しかしそれどころか、本発明
の思想と範囲に含まれる様々な変更形態及び同等の構成を包含することを目的とすること
は、理解されるべきである。また、上述された様々な実施形態は、他の実施形態と組み合
わせて実施されてもよく、例えば一つの実施形態の態様は、もう一つの実施形態を実現さ
せるために、異なる実施形態の態様と組み合わされてもよい。さらに、任意の与えられた
アセンブリにおける、それぞれの独立した機構又はコンポーネントは、さらなる実施形態
を構成してもよい。また、本発明はＯＳＡを患う患者に対する特定のアプリケーションを
有するが、異なる疾患（例えば鬱血性心不全、糖尿病、病的肥満、脳卒中、肥満手術、等
）を患う患者への利益を上述の教示より導き出すことが可能であるということが理解され
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るべきである。さらに、上述の教示は、非医療アプリケーションにおいても同様に、患者
及び非患者に対する適用範囲を有する
【符号の説明】
【０１６７】
　１０　マスク
　１５　スロット
　４０，４０１２，４１１２，４２１２，４３１２，４４１２，７４６６　頂部ストラッ
プ
　６２　本体
　６４　下部アーム
　６６　上部アーム
　２２０，３２０，６２０　上部サイドストラップ
　２３０，３３０，６３０　下部サイドストラップ
　２６０，３６０，４６０，５６０，６６０，１３８０，１４８０，１５８０，１６８０
，３００１，４２０１，４６０１，７４６０，７５６０　リジダイザ
　２６５　コネクタ
　３６０　メッシュ状リジダイザ
　４４０，５４０　後上部ストラップ
　４５０，５５０　後下部ストラップ
　４６２，５６２　上部ストラップ部
　４６４，５６４　下部ストラップ部
　４７０　クリップ
　５６６　前部ストラップ部
　６６２　ストラップ部
　６６３　穴
　６６５　スタッド
　７８０，８８０　ダイカットされたシート材料
　７８１，９８１　布地
　８８１，１１８１　軟質ポリマー材料
　９８０，１０８０，１１８０　半剛性成形コンポーネント
　１０８１　布地複合材料
　１２８０　軟質成形コンポーネント
　１３８１，１４８１　布地外部層
　１４８２　発泡体層
　１４８３　結合部
　１５８１（１）　布地第一層
　１５８１（２）　布地第二層
　１５８２，１６８２　発泡体
　１５８５，１６８５　翼状部
　１５８６，１６８６　接着剤
　１６８１　単一の布地
　２０００　上部開口部
　２１００　下部開口部
　３００３　クッション層
　３０１０，４０１０，４１１０，４２１０，４６１０　第一ストラップ
　３０１２　第二ストラップ
　３０１３，４０１３，４１１３，４２１３，４３１３，４５１３　底部ストラップ
　４０００　弓状部又は屈曲部
　４０２０　調節手段
　４０３５，４１３０，４１３４，４１３５，４２３５　接合部
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　４１１５　水平面
　４１１６　垂直軸
　４２００　屈曲部
　４２１１，４２８０　端部
　４２２０，４３２０　ラダーロック
　４２３５　ループ
　４２５０　リジダイザ下部部位
　４２５１，７５６４　下部部位
　４２６１，７５６２　上部部位
　５０００　前額部支持部
　５００５　開口部
　５０１０　プッシュタブ
　５０１５　グリップ部
　５０２０　追加グリップ部
　５０２５　ばね
　６０００　穿孔
　７０８１　丸みのあるエッジ部
　７１８１　布地頭頂部ストラップ
　７２８０　多数のリブ
　７３６０，７４６２　頭頂部ストラップ
　７５１２　上部ストラップ
　７５１４　下部ストラップ
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